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『ＣＧＬ ＮＥＷＳ Ⅲ』は、第３期環境会議メンバーの方々を対象と 

して、環境会議の活動状況と行政動向に関する情報提供を発信しております。 

 

＜目次＞ 

 １．第７回グリーン物流パートナーシップ会議 開催報告 

               （グリーン物流パートナーシップ会議） 

 ２．平成20年度エコシップマークの認定について 

               （国土交通省） 

 ３．平成18年度の産業廃棄物の排出及び処理状況等について 

                     （環境省） 

  ４．ロジスティクス環境会議関連 

   ・第６，７回グリーン物流研究会開催報告 

★---------------------------------------------------------------- 

 【12月19日開催】第７回グリーン物流パートナーシップ会議 開催報告 

                 （グリーン物流パートナーシップ会議） 

★---------------------------------------------------------------- 

  グリーン物流パートナーシップ会議は、12月19日（金）に 

「第７回グリーン物流パートナーシップ会議」を開催いたしました。 

 当日は、杉山一橋大学学長、金子国土交通大臣、吉川経済産業副大臣が出席し、グ 

リーン物流パートナーシップ推進事業の中から、物流分野における地球温暖化対策に 

顕著な功績があった取組みに対し、国土交通大臣表彰、経済産業大臣表彰、政策統括 

官表彰が行われました。また、受賞企業からそれぞれのプロジェクトについての発表 

が行われました。 

 

○国土交通大臣表彰 

＜受賞企業＞ 

Japan Ecology Logistics（株）・宇部マテリアルズ（株）・(有)船元海運 

＜受賞事業＞ 

「海上特殊タンクコンテナを利用したＣＯ２削減事業」 

 

○経済産業大臣表彰 

＜受賞企業＞ 

国分（株）・開真産業（株）・ケイテイシステムコンサルティング（株） 

＜受賞事業＞ 

「荷主及び運送事業者協働による『環境負荷低減システム』の構築」 

 

○国土交通省政策統括官表彰 

＜受賞企業＞ 

明治ロジテック（株）・明治乳業（株）・（株）アサノ通運 

＜受賞事業＞ 

「脱脂濃縮乳等液体食品原料の脱タンクローリー輸送（ソフトタンク輸送への転換） 

による片荷運行タンクローリー台数削減とＣＯ２の削減への取り組み」 

 

○経済産業省商務流通審議官表彰受賞企業 

該当なし 

 



なお、当日の配布資料につきましては、下記グリーン物流パートナーシップ会議の 

ホームページに掲載されておりますので、ご参照下さい。 

http://www.greenpartnership.jp/active/new_meeting.html 

 

 

★-------------------------------------------------------------------------- 

    平成20年度エコシップマークの認定について（国土交通省） 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 エコシップマーク制度は、海上貨物輸送を一定以上利用している荷主、物流事業者 

に対して、「エコシップマーク」の認定を行い、マークの表示によって環境にやさし 

い企業としてのイメージアップに役立てて頂くとともに、「エコシップマーク」の商 

品、カタログ、車体等への表示によって、海上輸送を通じた環境対策に貢献する企業 

としてアピールし、消費者に認識してもらうことで、物流モードの海上貨物輸送への 

モーダルシフトを促進することを目的とした制度です。 

 

 平成２０年１２月１２日（金）に第１回「エコシップ・モーダルシフト優良事業者 

選定委員会」（委員長 加藤 俊平 東京理科大学名誉教授）が開催され、荷主１２ 

社、物流事業者１３社が認定されました。 

 

認定事業者等の詳細は、下記国土交通省ホームページをご参照下さい。 

http://www.mlit.go.jp/report/press/kaiji03_hh_000010.html 

 

 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 平成18年度の産業廃棄物の排出及び処理状況等について（環境省） 

★-------------------------------------------------------------------------- 

 環境省は、平成18年度の産業廃棄物の排出及び処理状況等の結果を公表しました。 

 

【主な結果概要】 

（１）全国の産業廃棄物の総排出量：約4億1,850万トン 

   前年度に比べ、約300万トン(約0.8％)減少。 

（２）産業廃棄物の処理状況：前年度に比べ、最終処分量が約１割減少 

 ・再生利用量 約２億1,477万トン（51.3％）（前年度 約2億1,889万トン 

51.9％） 

 ・減量化量 約1億8,193万トン（42.5％）（前年度 約1億7,856万トン 42.3％） 

 ・最終処分量 約2,180万トン（ 5.2％）（前年度 約2,423万トン 5.7％） 

  

 詳細は、下記環境省ホームページをご参照下さい。 

 http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=10572 

 

 

★---------------------------------------------------------------- 

 【ロジスティクス環境会議】 

 グリーン物流研究会 －第６、７回会合の概要をホームページに掲載－ 

★---------------------------------------------------------------- 

 グリーン物流研究会の第６回会合（2008年11月20日（水）開催：見学会）、 

第７回会合（2008年12月３日（水））がそれぞれ開催されました。 

 当日の講演概要（幹事による整理）を下記ブログに掲載いたしましたので、 

ご関心のある方はぜひご参照下さい。 

 

＜ロジスティクス環境会議 ホームページ＞ 

http://www.logistics.or.jp/green/shiryo/index.html#04 



 

＊各項目をクリックしますと、下記ブログの該当ページに移動いたします。 

 

＜グリーン物流研究会 ブログ＞ 

http://plaza.rakuten.co.jp/greenlogistics/ 
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